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⮬ᛶを⫱てる学級指導―学級新聞・壁新聞作りを㏻して― 
+RZ WR FXOWLYDWH VWXGHQWV̓LQGHSHQGHQFH RI PLQG WKURXJK ZDOO QHZVSDSHU SXEOLFDWLRQ 

                             ྂᕝ ⣫一㑻 
                          .RLFKLUR )XUXNDZD 

は じ め に 

 本◊✲では、ᑠ学ᰯ・中学ᰯを中ᚰにして、ᩍ⫱課⛬にタけられた㡿ᇦの一つである≉別活動の考

ᐹを行った。≉別活動は、ྛᩍ⛉・㐨ᚨ・እᅜㄒ活動・⥲合的な学⩦の時間と୪んで、ᑠ・中学ᰯ、

高➼学ᰯ、≉別ᨭ学ᰯのᩍ⫱課⛬にタけられた㡿ᇦの一つであり、ᩍ⫱目標を㐩成するための㔜要

なᩍ⫱活動なのである。 

 
➨１ ≉別活動の目標 

 ᑠ学ᰯにおける≉別活動の目標は、ᑠ学ᰯ学⩦指導要㡿（ᖹ成２㸮ᖺ３᭶࿌♧）においてḟのよう

に♧されている。（ ）の㒊分は、中学ᰯである。 

 ᮃましい集ᅋ活動を㏻してᚰ㌟のㄪのとれた発㐩とಶᛶのఙ長をᅗり、集ᅋ（や♫会）の一員と 

してよりよい生活や人間㛵係を⠏こうとする⮬的、実㊶的な態ᗘを⫱てるとともに、⮬ᕫ（人間と 

して）の生き方についての考え（⮬ぬ）を῝め、⮬ᕫを生かす⬟力を㣴う。 

さらに、ᑠ学ᰯの≉別活動は、学級活動・児童会活動・ࣈࣛࢡ活動・学ᰯ行事のᅄつの内容、中学

ᰯでは学級活動・生徒会活動・学ᰯ行事の୕つの内容である。㒊活動はᕼᮃ者のみである。ྛ活動・

学ᰯ行事については、それぞれの目標が♧されている。その中で「学級活動」の目標については、 

学級活動を㏻して、ᮃましい人間㛵係を形成し、集ᅋの一員として学級や学ᰯにおけるよりよい生

活づくりにཧ画し、ㅖၥ題を解決しようとする⮬的、実㊶的な態ᗘや全な生活態ᗘを⫱てる。 

 ≉別活動の目標の中ᚰとなる事㡯としては、「⮬的、実㊶的な態ᗘを⫱てる」「集ᅋ活動を㏻して」

さらに「ᮃましい人間㛵係」があࡆられる。 

 ḟに、「学級経Ⴀ」については、 

 ᪥㡭から学級経Ⴀの実をᅗり、ᩍᖌと児童のಙ㢗㛵係ཬࡧ児童┦のዲましい人間㛵係を⫱てる

とともに、児童理解を῝め、生活指導の実をᅗること。 

 このように学級経Ⴀの実のために、児童によりよい生活作りや人間㛵係作りが㔜要ࡔとしている。

また、「学級活動」では、いࡎれの学ᖺにおいても取りᢅう内容を࠙ඹ㏻事㡯ࠚとして、「（１）学級

や学ᰯの生活づくり」と「（２）᪥ᖖの生活や学⩦への㐺応ཬࡧᗣᏳ全」のつを♧している。 

 その中で๓༙の「（１）学級や学ᰯの生活づくり」の活動では、ᩍᖌがຓゝ的な指導をしつつも児

童の話し合い活動を中ᚰにして、として学級の㐠Ⴀを児童が体となって㐍めようとする内容であ

る。この⮬ᛶを⫱てる学級指導のල体的な事例として、「学級新聞・壁新聞を㏻して」㏙てみた
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い。  

 
➨２ ≉別活動の実㊶指導 

  そこで、本✏では≉別活動の学級活動で「（１）学級や学ᰯの生活づくり」についての実㊶事例

を上ࡆて◊✲を῝めたい。 

 学級活動における実㊶活動 㹼学級新聞・壁新聞を㏻して㹼 ۑ 

学級新聞や壁新聞を作った経験のない児童・生徒を指導するのは大ኚであるが、作り上ࡆた時

の‶㊊感や学級のために㈉⊩したという実感は大きなものである。学級新聞や壁新聞は学級の

ㅖၥ題を発ぢする目を⫱てるとともに、学級集ᅋの発ᒎに㈉⊩するものと考える。そこで、学級

活動における実㊶活動の事例として、（１）で学級新聞作りを、（２）で壁新聞作りを取り上ࡆて

みたい。なお、（１）で学級新聞作りでは、௨๓作成したものであるがそれにຍ➹ゞṇをຍえた。 

 
  １ 学級新聞作りについて 

(1) 学級新聞の目標 

学級生活の中に、学級にᑐしてのᡤᒓ感や連帯意識が高まってくると、学級の中のㅖၥ題に 

ついて何らかの形で解決の方⟇が児童・生徒たちの間に生まれጞめてくるもの。その㐣⛬で学 

級の中の児童・生徒一人一人のၥ題点やᝎみなどを学級全体のၥ題として取り上ࡆ解決してい 

こうと提案される。そこで学級活動の時間がタᐃされて話し合い活動が行われ、何らかの解決 

の方ྥᛶがぢいฟされるのである。それを学級新聞を㏻して考えたいとᛮう。つまり、学級生 

活のㅖၥ題を⮬分たちのၥ題とし、話し合いのሙとして学級新聞を作り、⫱てていくことによ 

って、学級のࣔࣛルを高め、⮬ᛶ、㐀ᛶ、協ㄪᛶ、連帯感➼を㣴って、児童・生徒一人一 

人に学級生活を実し、ᨵၿしていく意欲をもたせたいということ。また、児童・生徒一人一 

人のಶᛶのఙ長、⬟力の開発もྍ⬟になってくる。このように学級新聞は、学級を明るくᴦし 

くするために作られるもので、どんなᑠさな意ぢでも取り上ࡆ、学級という௰間意識を⫱てつ 

つ、一つにまとめていく力を持っているといえる。 

 
ձ  学級新聞のࡡらい 

 ア 学級新聞を㏻して、よりよい学級づくりをする。 

 。付きを⫱てていくࡧ⤖の（、ち、ᩍ⛉、先生、ಖㆤ者、ᆅᇦ♫会ࡔ）学ᰯ生活や♫会  

ే、ࡆにᑐするど㔝をᗈ࣑ࢥࢫ࣐、と、Ṍみなどの記㘓ᛶやၨⵚᛶとඹにࡈ学級のでき ࢘ 

せてᩥ❶力を㣴成する。 

② 新聞ᩍ⫱の㡿ᇦ・・・・新聞学⩦と新聞活動 

 ア 新聞学⩦・・・・新聞利用の学⩦ཬࡧ新聞理解の学⩦ 
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   ᅜㄒ⛉における新聞学⩦、例えば表⌧する意欲を起こさせる指導として

 。記事とぢฟし・・・記事の要点と⡆₩で効ᯝ的な表⌧のᕤኵࢫーࣗࢽ・

 。記事と題・・・記事にぶしみ、題や意ᅗをとらえる࣒ࣛࢥ・

・ᢞ書をㄞんで・・・記事のᙇ・立ሙ・意ᅗをとらえ、ඹ感やㄽをᩥ❶に書く。 

などがᣲࡆられているが、ᅜㄒ⛉のみならࡎ、♫会⛉をはじめྛᩍ⛉で新聞をᤵᴗの 

ᩍ材として利用する学⩦である。 

 発行新聞の活用ࡧ新聞活動・・・新聞〇作活動ཬ 

・ 新聞〇作活動       学級新聞・学ᰯ新聞・ಶ人新聞 

               壁新聞（はりつけ新聞・ᐤせ書き新聞・壁新聞・立 

体新聞） 

・ 発行新聞の活用       学級㏻ಙ（౽り）・学ᖺ㏻ಙ・ᩍ⛉㏻ಙ・㒊活㏻ಙ 

PTA ᗈሗ新聞  

  ճ 学級新聞の〇作活動・新聞活用の意⩏ 

 ީ 目標  

   

                                            

   

   

 

 
 らいࡡ ❍ 

    

 

 

 
ީ 連帯・ 

表⌧活  

動のሙ 

       

  

 
（２） 連帯・表⌧活動のሙの実際 

    ௰間意識を⫱て、明るい学級生活を目指して、これから学級新聞を作っていこうとする学級 

(1) 新聞づくりのための学級組織作り      (4) ➨ḟ編集会議 

(2) ➨一ḟ編集会議               ձ記事のぢ┤しとᩚ理 

  ձ 新聞名の決ᐃ             ②ぢฟし付け 

  ② 係・分ᢸの決ᐃと活動上のㅖὀ意    ճり付けのᕤኵ 

  ճ 画記事の㑅ᢥཬࡧ௬のり付け    (5) Ύ書、༳ๅ、発行 

(3) 取材活動ཬࡧཎ✏作成            (6) 合ホ会（学級活動への活用） 

ᩍᖌの㐺切な 

指導ຓゝ 

(1) 学級や学ᰯ生活の実とྥ上 

 ・よりよい学級集ᅋづくりや係活動の⫱成 

(2) ⮬発的、⮬的な活動のᒎ開 

 ・体的、㐀的ᩥ活動の⫱成 

・⮬ᛶ ・㐀ᛶ ・ၨⵚᛶ ・ሗ㐨ᛶ ・㏿ሗᛶ 

・記㘓ᛶ ・活動ᛶ ・♫会ᛶ ・学⩦ᛶ ・協ㄪᛶ 

・ྥ上ᛶ ・ᢏ⾡ᛶ ・ᢈุᛶ 
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のために、実際の手順について説明していこう。 

➀  学級活動で「学級新聞を作ろう」という題材で話し合いをもつ。 

題材としていきなり「学級新聞を作ろう」とすると、児童・生徒の中には抵抗感もある。学

級新聞を作るというには苦労も多いし、学級の協力態勢がないと長続きしない。そこで、それぞ

れの学級生活に応じて「なぜ新聞づくりをするのか」という意識付けをすることが必要である。

例えば、学級新聞を作ることによって、学級の意欲を高め連帯感を強めようなど、班長会や短学

活を利用して雰囲気づくりを高めておくことが大切である。そこで指導案を紹介する。 

 
議題 「学級新聞を作ろう」 

本時の目標 

  よりよい新聞を作るため、一人一人の協力をまとめて仕事をするための方法や、新聞の内容につ

いて理解させ、新聞づくりへの意欲を起こさせる。 

活動計画 

 活 動 内 容 指 導 上 の 留 意 点 

提 

 
案 

１ 開会 

２ 先生の話 

３ 提案理由の説明 

・協力し合うこと。初めての試みであることで、一人 

一人の意欲を起こさせる。 

・提案はゆっくりわかりやすくさせる。 

  

 
話 

 
し 

 
合 

 
い 

４ 協議 

(1)学級新聞の目的と組織はどうか。 

・学級・男女・班別か 

(2)体裁・内容について 

・何を取り入れるか 

・新聞名の決め方 

・発行回数 

(3)係について 

 ・どんな係が必要か 

 ・取材の仕方 

 ・編集の仕方 

 
・作っていこうとする意欲をもたせる。 

・質疑を十分に取り、この内容を理解させる。 

・係活動として、学級新聞係の必要なことに気づかせる。 

・「編集から発行まで」のプリントを配布する。 

・学級新聞形式か壁新聞形式でいくかを決めさせる。 

・必要によっては、グループでの話し合いも考えさせる。 

 
・新聞作りをした経験者に、どんな係が必要かを説明さ

せる。また、苦労した点や良かった点などを話させる。 

・取材や編集の仕方はプリントで説明する。 

ま

と

め 

５ 決まったことの発表と確認（書記） 

６ 先生の話 

７ 閉会 

・放課後の時間を有効に使うことや、家庭に持ち帰って

作らないことなど、学級全員の協力で完成するように

話してやる。 

②  学級新聞作りのための組織 

 ア 独立した新聞係の組織 
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    学級の中に一つ独立した新聞係（新聞㒊とかᗈሗጤ員会）を作り、そこで画から発行に⮳

るまでを全㒊やっていく方法である。人数は７㹼㸶人にし、ᖺ間を㏻したものがよい。学級

経Ⴀ上のいろいろな㠃から配៖して、学ᮇ௦とか、๓ᮇ・後ᮇ௦などが考えられる。 

 班別௦での組織  

    学級の中をᗄつかの班に分けて組織づくりをしているሙ合、例えば、生活班と学⩦班、生活

班とዊ仕班など、どちらにもᒓしているとか、また生活班（ᬑ㏻６㹼㸶班ᵓ成）でしているሙ

合などいろいろ考えられる。そのሙ合には、班別に１㐌間௦とか᭶間௦で作っていく。あ

る班が㐜れるとか作らなかったとなると長続きしない。それゆえ協力態勢が大切になる。 

ճ  編集のための組織 

                        （３名）・・・記事を集める。  

 
                        （２名）・・・記事をᩚ理し、⣬㠃を作る。   

                  
                        （２名）・・・ࣞࢱリングやࢫࣛト書き、 

（全体の㐠Ⴀ                                   ㄗᏐ・⬺Ꮠなどを┤す。 

  を行う）                   （１名）・・・༳ๅ・配布・記㘓をする。 

 
մ  学級新聞づくりの順ᗎ 

 画   ௬のり付け   取材     記事を書く    り付け   ᩚ理・༳ๅ 

 ア ➨１ḟ編集会議をする。 

 㹟 新聞名の決ᐃ 

   学級の全員から新聞名をເ集し、ᖺ間を㏻じてኚえない上ရな名๓がよい。題Ꮠが決まったら

 。ンはኚさせてもよいࢨࢹとに題Ꮠのࡈンをເ集する。新聞発行ࢨࢹ

 㹠 係分ᢸの決ᐃと活動上のὀ意点 

   活動上のὀ意点として、ḟのことを指導しておくとよい。 

  ・新聞づくりの意⩏や㔜要ᛶを認識させる。    ・書く⮬由のಖ㞀と㈐௵を⮬ぬさせる。 

  ・続けて作ろうという雰囲気づくりをする。    ・新聞づくりの⣙᮰事を決めておく。 

  ・記事の良しᝏしをᩍえる。 

 㹡 画記事の㑅ᢥཬࡧ௬のり付け 

   新聞の良しᝏしは、「画記事とぢฟし」によって決まるとゝってもよいくらいである。 

 
  ア） 画記事の分㢮 

 ࠒ内容㠃からࠑ    

編集長 

編集 

ᰯṇ 

取材係

ᩚ理係 

ᰯṇ係

༳ๅ係
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      ・学ᰯ行事や学級の動きにつながるもの。  ・行事やᏘ⠇につながるもの。 

      ・もののぢ方や考え方につながるもの。   ・ᩍ⛉につながるもの。 

 ࠒ形態㠃からࠑ    

      ・アンࢣート  ・ㄪᰝ  ・ᗙㄯ会  ・ンࣗࣅࢱー  ・ゼၥ 

      ・౫㢗ཎ✏   ・ፗᴦ  ・解説   ・その 

 。どんな画がよいか （  

     ・児童・生徒が⯆・㛵ᚰをᢪくもので  ・みんなが気付かない大切なこと。 

     あること。             ・なるく新㩭で㌟㏆なこと。 

    ・学級生活にᙺ立ち考えさせるものであ ・⤖ᯝより㐣⛬に㔜点をおくこと。 

     ること。              ・多方㠃からၥ題を᥈ること。 

 
 ཎ✏作成ࡧ取材活動ཬ 

 a 新聞記事のᚰᚓ 

 ・５W１H を記事の中におりこࡴ。       ・∦方ࡔけを取り上ࡎࡆ、୧方とも 

    。を書かない。間㐪いはḟྕでゞṇする。   ྠじにᢅうࢯ࢘・ 

 ・わࡊと大ࡆさに書かない。            ・記事に記者⮬㌟の意ぢをຍえない。 

 b 記事の良しᝏし 

良 い 記 事 や め た い 記 事 

・学ᰯ内のできࡈと、ồめている記事 

・考えてもらいたい、▱ってもらいたい記事 

・学級のࡔちがཧຍした行事やㅖ活動の記事 

・学級生活に㛵係῝い人たちのことや事の 

 記事など 

・新聞・ࣛࣅࣞࢸ・࢜ࢪなどの一⯡ࣗࢽーࢫ 

 の㢮（作はよい）ࢬࢡ・話➗・࢞ン࣐・

・ⱁ⬟⏺、プࣟ㔝⌫などの記事 

・᐀ᩍ・ᨻに㛵すること 

・全くಶ人的なものや中യ記事 

・みんながᛌ感をもつもの 

㸨 その新聞にあったり付け用⣬やཎ✏用⣬（行数やᏐ数がわかるようにした用⣬）をたく

さん用意しておくと、⣬㠃に⛣すときに౽利である。 

 c 取材の態ᗘ 

  ・目・⪥・㊊を使って取材ࣀートに書く。 

  ・アンࢣート・ᗙㄯ会・ンࣗࣅࢱー・ル࣏ルࢱーࣗࢪなど✚ᴟ的な取材活動が大切である。 

 
 ２ḟ編集会議➨ ࢘

a   記事のぢ┤しとᩚ理 

・内容にまちがいはないか、࢜ーࣂーな表⌧はないかなど。 
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・ㄗᏐ・⬺Ꮠ・㏦り௬名にㄗりはないか。 

・「です体」「である体」など、ᩥ体が⤫一しているか。 

 㹠 ぢฟし付け 

  ア）記事の内容や要点を一目でㄞࡴ人にわからせるものになっているか。 

 ・せぢฟしࡪぢฟしの✀㢮・・・⦪ぢฟし・ᶓぢฟし・り㎸みぢฟし・中ぢฟし・か（  

トࣃࢵンぢฟしなどがあるので、ᕤኵしてᑀなࣞࢱリングで書く。 

 ぢฟしを付ける時のὀ意（࢘  

    ・ぢฟしは、ᑐゅ⥺にそって配ิする。 

    ・本ぢฟしのሙ合、ྠじရモになったり、ゝⴥが㔜」したりしない。 

    ・ᩥㄒはዲましくないし、ᆺにはまったྂくさいゝⴥは使わない。 

    ・₎Ꮠばかりのぢฟしや体ゝṆめはさける。 

    ・内容を的確に表し、㨩力あるぢฟしにする。 

㹡 り付け（ࣞア࢘ト）のᕤኵ 

 ア）り付けは、ྛ記事の⨨・行数・ぢฟしの⨨・大きさ・┿・ࢵ࢝トなどの⨨・大き

さなどをṇ確に決めること。なお、ᅛᐃしている記事は、ẖྕなるくྠじ⨨にとるよう

にする。 

し、⦪にὶすሙࡔく⦪にὶす。ᶓにὶしていくとㄞみにくく⑂れる。たり付けは、なる（

合も上から３分の２⛬ᗘでṆめる。あまりୗまでὶすのはよくない。なお、かこみ・よせつ

け・㏻しࡄみ（リーࢻ）などを、効ᯝ的に使うとよい。 

もち・ᗏづき・⭡切り・よせつけのࡡり付けの⚗Ṇ事㡯として、୧ὶれ・Ἵき別れ・㔜（࢘

用・㣕ࡧこし・㣕ࡧおりなどがあるのでὀ意する。 

 
 Ύ書・༳ๅ・発行 ࢚

・ḍእに発行᪥と発行␒ྕを、題Ꮠのୗには発行ᡤと発行㈐௵者をᛀれࡎに明記しておく。 

 ・学級の生徒全員に配布するとともに、先生方やྛ学級に配ったり、ᗯୗにᥖ♧したりすることは、

新聞作りのၨ発にもつながる。 

 
 合ホ会（学活への活用） ࢜

  新聞は発行することࡔけが目的ではなく、新聞を㏻して新しい生活を㐀していくことに発行の

時間をとって、内容から学級ウ議に発ᒎすれば、新聞作りの᭱大ࡦらいがある。発行されたらぜࡡ

の✭である。 
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２ 壁新聞作りについて 

  ๓༙で、「学級新聞作り」について㏙てきたが、学級新聞ではẖ㐌１ྕづつ発行するのである

が、壁新聞となるとẖ㐌作成するというわけにはいかない。というのは、୧方とも「新聞」といっ

ても✀㢮が全く㐪うということである。どこが㐪うかというと、 

㡯  目 学 級 新 聞 壁  新  聞 

１ 新聞の大きさ ・A３か A４の用⣬ ・ᗈ用⣬のグࣛࣇ用⣬ 

２ 編集のための 

組織 

・学級の中に一つ独立した新聞 

係（班）を作る。 

・壁新聞作成のための組織５㹼７

名を中ᚰに作成する。 

３ 発行回数 ・ẖ㐌とか２㐌間ཪは１か᭶ẖ 

学ᮇẖに発行する。 

・ᖺに数回か、ྛ✀ࢥンࢡールに

応ເするために作成する。 

４ Ⰽ使い ・༳ๅᶵがࣛ࢝ー༳ๅできるࢱ 

 プであれば何Ⰽでも使う

・Ⰽ付けをしてぢᰤえが大切。 

 ール形式 ・学級で「作る、作らない」でࢡンࢥ ５

もめてࢥンࢡールができない。

・全学級でのࢥンࢡールとか、ྛ

 。ールに応ເするࢡンࢥ✀

   上記のようなᕪ␗が考えられるが、いࡎれにしても「新聞作り」は、やる気がなければ฿ᗏฟ

᮶上がらないのである。学級のとか意欲など「やる気」のある活発な学級づくりにᙺ立つ活動

であることはゝうまでもない。これから壁新聞づくりについて考えていくことにする。 

 
「壁新聞を作ろう」 

（１） 壁新聞を作る意⩏について 

ձ 学級としての௰間意識を高める。 

② 学級の一人一人が㈐௵を持ち、協力する意欲を高める。 

ճ ⮬分たちの⤖集による作ရの౯್を認め合い、作り上ࡆる႐ࡧをわう。 

մ 学級内のㅖၥ題や、学ᰯ・学ᖺの動きを全員が理解する。 

（２） ᑠ・中学生らしい壁新聞を作るには 

ձ 編集に意・ᕤኵがなされていること。 

② 学ᰯ生活の話題を中ᚰとし、その生活にᇶづいた内容であること。 

ճ ㄞんでᴦしくなるもの、学級のࡔれもが理解されるようなものであること。 

մ 学級全員の協力によって作り上ࡆること。 

յ ⥅続されるような計画を立て、中㏵༙➃に⤊わらないこと。 

何よりも、こんな新聞ではࡎかしいという気持ちはᤞてて、まࡎは気㍍に作ってみようと 

いうことでጞめ、編集の話し合いを㔜ࡡるࡈとに内容の実を高めていくとよい。 

（３） 編集のための組織づくりについて 
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 ձ 編集ጤ員のᵓ成࣓ンࣂー 

 ・学級ጤ員男Ꮚ１名、女Ꮚ１名と３名㑅する。（壁新聞作りのための≉別࣓ンࣂー） 

 ・ᗈሗ班５㹼６名。 

 ・グループの㍯␒ไにする。グループは新聞作りを手ఏいたいもので記事作りをする。 

 ・ᕼᮃがᑡないሙ合は、の班が順␒で班の活動内容を記事にするなど。 

 ② 編集ጤ員会の活動 

 ・ẖ᪥の放課後ཬࡧఇみ。 

（４） 記事の内容（ḟ㡫のᅗをཧ↷） 

  佘  ぢฟしձ・߈には、学級で取りᢅう᭱も大切なࣗࢽー࣓。ࢫンࣗࢽーࢫ。 

  佘  ぢฟしճには、ᘓタ的な意ぢやᙇ・ㄽ説。 

  ❍  ぢฟしմには、㐌の話題・学級内のㅖ活動の動きなど。 

  ❍  ぢฟしյには、先生やࡔちのプࣟࣇール・班活動のᵝᏊなど。 

  佘  ぢฟしնには、学ᰯ・学ᖺの動き・児童会や生徒会からの連⤡。 

  ❍  ぢฟしշ・ո・չには、⚾㐩の作ရ（リ・短ḷ・ತྃ・࣐ン࢞・⤮画・┿・⣖行ᩥなど）・ 

㊃ࢥーࢼー・学⩦ࢥーࢼー・ᩍ㣴ࢥーࢼー・࣏ࢫーࢥࢶーࢼー・ᖺ中行事紹介・㐌間行 

事・ࢬࢡ・編集後記など。 

（５） 作成上のᕤኵ 

  ձ ぢฟしは、なるくᕥᩳめୗにそろえるようにしたい。 

  ② トࢵプ記事は、必ࡎ学級のࣗࢽーࢫを持ってくることが大事。学級の中での㛵ᚰ事は何か、

そこをぢᢤくことが᭱も大切なことである。 

  ճ 㔜大記事については、ぢฟし   リーࢻ   内容（本ᩥ）のཎ๎にᚑいたい。 

  մ ぢฟしのᕤኵをする。 

    ・ㄞみやすい・わかりやすい・感じがよい・㨩力があるなど。 

  յ ࣞࢱリングのᕤኵをする。 

    ・ྠじようなᩥᏐのぢฟしでは、㨩力がないので、ࣞࢱリングࢨࢹンなどをཧ考にして、

ぢฟしのᕤኵをする。 

  ն ࢵ࢝ト⤮は、切りᢤきよりも「ࢫࣛトや࣐ン࢞」のうまい者でᥥく。 

  շ Ⰽᙬ感を㏻してアࣆールし、༳㇟を強くするようにᕤኵする。 

  ո ࢵࣃとぢて、ᛮわࡎㄞみたくなるような、㨩力のある記事を㍕せる。 

  չ ᩥᏐはṇ確で、ᑀに書く。ㄗᏐのある記事はㄞࡴ気にさせない。 

    （᭱初は㖄➹でⷧくୗ書きをしておき、㎡書を手チに⨨いてㄗᏐがないようにする。）  

  պ ⭡切りがないかὀ意する。 
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（学級新聞・壁新聞のᇶ本ᆺの例・・・「ᗂ⛶ᅬ、ಖ⫱ᅬࡔより」にも応用できる） 

 ᖹ成ۑۑᖺۑۑ᭶ۑۑ᪥               ➨ ❍  ❍ ྕ 

 

 

 

 

 

 
（意ぢや 

ᙇなど） 

 

 

 
 ン࣓）

 （ࢫーࣗࢽ

 

題 
字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 行 8 Ꮠ 36 行�9 ẁ 

 
1 行 10 Ꮠ 36 行�8 ẁ 

 
1 行 12 Ꮠ 36 行�7 ẁ 

  （ዟ付） 

発行ᡤ 

発行ᡤᅾᆅ 

編集௦表者 

 

 

 

 

 

 
(班活動など) 

  

 

 

（学級内のㅖ活動など）  

 

 

 

 

 
（学ᖺの動きなど） 

 
շ 

(⚾㐩の作ရなど) 

 

չ 
(編集後記) 

ո 
(㐌間行事など) 
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